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２ カリキュラムのＭａｐづくり：基本ルール

（１）目的地が明確である

（２）目的地に至る道筋が学生に理解できる

↓
二つの要件を満たさないものは、Mapとは呼ばないことにする



３ 池田式カリキュラムMappingの提案
大学・学校づくり第６号（２０１５）



４ 池田式カリキュラムMapのわかりやすい例
当日拡大図で説明します



５ 大学関係者の様々な反応

■ 目的地（学修成果）とその道筋にある自分の担当科目が１対１の
関係になるのは困る

■ 履修年次（学びの順次性）を横軸、目的地を縦軸に配置したほう
がわかりやすい

■ 目的地に表現する学修成果をどのように成績判定するのか



６ 改めて中教審の問題認識を確認する
（中教審資料H24.2,2『体系的なカリキュラムの構築』）

〇似たような科目を何人もの教員が行っている
〇設置審査は教育課程が出発点の考え方に改める
〇学士課程教育に改めたことで大学も社会も混乱している
〇カリキュラムの現状は学科以下の単位で決められている
〇教養教育や全学教育は各学科では視野の外になっている
〇ディプロマポリシーも行動指針のレベルになっていない
〇カリキュラム構造は学部ごとの縦割りから横組みになる。コース
ナンバリングは一つの方法で、教育の実質化、国際化につながる

〇体系的なカリキュラムを作り出すには、アカデミック、社会的な
ニーズ、大学の使命などの軸が必要



７ 「戦略思考法」のマッピングの先にあるもの

（１）科目ナンバリングを新次元カリキュラム観を共有する方法とする

（2）教員はカリキュラムマップを規準にして自らのシラバスを再設計す
る

（3）職員はカリキュラムマップにおける学修行動のプロセスを可視化
するマネジメントを工夫する



おわりに

カリキュラムをマッピングするということは、どの科目で何の能力が鍛錬
されるのかを明確に示すことにより、学生がカリキュラムの全体を鳥瞰し
ながら、自分が学びのゴールを目指してこれまでどの道を通り、今どの
辺りを歩いているのか、これからどういう道を歩いて行ったらいいのかを、
常に客観的に把握し判断できるようにすることです。それにはカリキュラ
ムを、学生が自分の主体的な学びに活かせるツールにするために学生
の視点から作るという、大きなパラダイムの転換が意識されていなけれ
ばなりません。

（サロン幹事 熊本学園大学 遠藤隆久 氏）


